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※２ 

【質疑応答 議事録】 

 

◇１．水道料金に関する質疑 

【蘇原会場】 

● 質問① 

水道料金はどの程度上がるのか。概算でも教えてほしい。 

■ 回答①（建設環境課長） 

・現時点では具体的な改定額を示せる段階ではない。   

・本日は「意見を伺う場」であり、金額そのものは今後の検討で確定させる。   

・令和 9 年度の改定を目標に作業を進めている。 

■ 補足①（町長） 

・近隣市町村比較の「最も高い水準」にはしない。   

・中央付近、またはやや下の水準に収めたいと考えている。   

・「段階的な引き上げ」という意見もあり、検討材料とする。   

・大規模事業は水道料金に全額転嫁せず、国の補助金や一般財源を活用する。   

・使用量減少も赤字要因であり、人口減少の影響が大きい。   

・白川町は下水道がなく、水道だけで生活インフラを担っており、長寿命化・効率化で持続

可能性を確保していく。 

【白川会場】 

● 質問② 

赤字はいつから始まったのか？ なぜ過去に少しずつ料金改定しなかったのか？  

 なぜ今（令和 9 年度）に改定するのか？ 

■ 回答②（建設環境課長） 

・赤字は“この年度から”という明確な線引きがあるわけではなく、以前から赤字傾向だった。  

・令和 6 年度に公営企業会計へ移行し、人件費を含めた本来の経費が見える化され、数字と

して赤字が明確になった。  

・水道は福祉性も強く、料金改定は非常に難しく、消費税改定時以外は約 30 年間料金を据

え置いてきた。  

・しかし人口減少・物価高騰・施設老朽化が同時進行し、「今の料金では維持できない」こ

とが鮮明になったため、令和 9 年度の改定を検討している。  

・なお、今回想定している料金改定額には、将来の大規模更新（建設費）は含めていない。 

【白北会場】 

● 質問③   

令和９年度から水道料金を改定するとの説明であったが、 
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・その料金水準はいつまで続く想定なのか。 

・そのまま継続すれば、将来にわたって水道事業を賄っていけるのか。 

■ 回答③（建設環境課長） 

改定料金の継続期間・見直しの考え方について   

・今回の改定（令和９年度開始）で「永続的にこの料金で持たせる」という考えではな

く、水道料金は一定期間ごとに見直していくべきものと認識している。 

・現時点では、概ね「５年に一度程度」を目安に、経営状況や人口・使用量等を踏まえて

見直しをかけていく方向で考えている。 

・これから詳細な試算・改定率の検討に入るため、具体的な金額や次回改定の年次は今後

の検討・議会協議の中で整理していく。 

● 質問④   

人口減少が進む中で、今のやり方（町全体同一の料金）で本当に維持していけるのか。 

例えば、 

・エリアを分けることは検討しないのか。 

・いわゆる「ポツンと一軒家」のような高コストな場所まで、今後も同じように水道を引

き続けるのか。 

といった点が疑問である。 

● 回答④（建設環境課長） 

○町内同一料金と今後の区域の考え方について 

・現在は、町内の全ての簡易水道を同一料金で運営している。 

・人口減少や空き家の増加、「高い場所までポンプで揚水している地域」など、コストが

高いエリアがあることも認識している。 

・一方で、町内には「給水区域」を定めた条例があり、現状はその区域内で給水を行っ

ている。 

・将来的に、人口減や利用状況、施設更新コストなどを踏まえ、給水区域の見直し（縮

小・変更）という選択肢もあり得ると考えている。ただし、現時点で「すぐに区域を

切る」という段階ではなく、今後の状況を見ながら慎重に検討していく。 

○浄水場や施設配置の見直しについて 

・町内には現在８か所の浄水場があり、維持管理コストも大きい。 

・そのため、施設再編も進めており、例として蘇原地区では、現状２か所ある浄水場を

１か所に統合し、下流側までを一つの浄水場で賄う更新計画を検討している。 

・白川北地区でも、将来的な統合・再編が必要と考えており、より効率的な施設配置に

見直しながら、全体の運営費抑制を図っていく。 

・こうした施設再編とあわせて、５年ごとの料金見直しを行うことで、長期的に持続可

能な水道事業を目指していきたい。 
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◇ ２．学校再編に関する質疑 

【蘇原会場】 

● 質問①   

将来の児童生徒数が非常に減っている。   

教員数も減るのでは。人口対策はどう考えているのか。 

■ 回答①（教育長） 

・新校舎の普通教室は 11 室。9 学級のうち一部は 1 学級編成となるが、複式は行わない限

り必要教室数は確保される。   

・学校規模は国の基準に沿って適正規模として設計。   

・山間部（山・黒川・佐見校区）は今後も小規模化が進み、長期的には地域と相談しつつ見

直しが必要。   

・「ふるさと教育」「国際理解」「読書」「ICT 活用」など、白川町の特色教育を強化し、移住

促進につながる教育環境づくりを進めている。 

■ 補足①（町長：人口推計） 

・毎年 200〜250 人規模で減少し、4〜5 年で 1,000 人減るペース。   

・出生数は年間 10 人程度の年もある。   

・全国的な少子化もあり、出生数だけで人口維持は極めて困難。   

・行政として移住・子育て支援を進めるとともに、地域の協力が人口維持に不可欠。   

・教員配置や学校維持のあり方は人口動態を踏まえ、地域と相談しながら進める。 

【白川会場】 

● 質問②  

「新しい学校はグラウンドが狭くなるのでは？ 体育や部活動は大丈夫なのか？」 

■ 回答②（教育課長） 

・新しい学校では、200m トラックを確保できる見込み。  

・通常の体育授業には支障が出ないよう配置を検討している。  

・部活動の対外試合や広いスペースが必要な活動については、大野台パークなど、地域の施

設を引き続き活用していく。 

■ 補足②（教育長） 

・今後、校舎の配置計画と並行して、体育の使い方や部活動の活動場所を細かく設計してい

く。  

・学校の授業や活動に支障がないよう、教育課と学校現場が協力して調整を進める。  

・地域施設との連携も継続し、教育活動が途切れないよう丁寧に準備していく。 

◆ 質問③  

「工事しながら授業をすることになるが、子どもたちに支障はないのか？」 

■ 回答③（教育課長） 

・工事の内容・工程を事前に学校へ共有し、授業に影響が出ないよう調整していく。  
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・学校施設の工事経験が多い施工業者であり、他校の事例を踏まえた騒音対策を行う予定。  

・騒音が大きくなる工事は時間帯を調整したり、授業への影響を極力抑えるよう工種を分け

て実施する。 

■ 補足③（教育長） 

・工事期間中の学習環境については最優先で配慮する。  

・事前協議の段階から、授業への影響が最小になるよう細かく時間帯調整を行う。  

・必要に応じて空き教室や別棟の活用など、現場と相談しながら柔軟に対応していく。  

・子どもたちが安心して学べるよう、学校と教育委員会、施工業者が三者でしっかり連携し

て準備を進める。 

【白北会場】 

● 質問④   

学校の制服を変更する時期について 

・学校再編にあわせて、「制服を変える」という話を聞いた。 

・具体的に、令和９年の小学校統合のタイミングで変わるのか、それとも令和 11 年の中

学校統合のタイミングなのか、制服（体操服・ジャージを含む）をいつ変更するのか

教えてほしい。 

■ 回答④（教育長） 

・制服やジャージの扱いについては、保護者の負担をできるだけ抑えることを最優先に

考えている。 

・これまでの統合（令和２年の白川小・白川北小、令和４年の佐見中・白川中）でも、

「すぐに一斉に買い替えてください」という形ではなく、統合前に着用していた制服・

ジャージを当面はそのまま使用できるよう配慮してきた。 

・今回も同様に、統合のたびに即座に新しいデザインへ全面移行するのではなく、既存

のものを一定期間継続使用しつつ、徐々に切り替えていくイメージで検討していきた

い。 

・具体的な変更時期やデザインの有無・内容については、今後設置する「統合準備委員

会」等の場で、保護者や地域の意見も聞きながら、教育委員会が調整していく。 

・したがって、「９年か 11 年か、どちらで一斉に変える」と現時点で決めているわけで

はなく、保護者負担への配慮を前提に、統合準備の中で丁寧に検討していく方針であ

る。 

 

 （黒川地区および佐見地区については、全体での質問はなかった） 


